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＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞
日銀当座預金残高は週初446兆1,600億円から始まり、14日は年金定時払いの影響等があり同残高は微増し、453兆7,600億円で越週した。

無担保コールON物加重平均金利は、積み最終週であることから、都銀・地銀・証券など幅広い業態において調達ニーズが強く、13日までは△0.020～△0.016％で推移し

た。

週末の積み最終日は、新積み期にかかる3日積みを意識した一部金融機関が調達レートを下げたため、同金利は△0.024％となった。

ターム物は新積み期スタートを中心に△0.025～△0.020％近辺の出合が散見された。

来週の予定は国内では17日にＧＤＰ（2Ｑ）の公表、19日に貿易収支（7月）の公表、

海外では19日にユーロ圏ＣＰＩ（7月）の公表、20日に米サンフランシスコ連銀総裁の講演などがある。

＜＜＜＜CCCC PPPP＞＞＞＞
今週の入札発行総額は約3,000億円で、週間償還額（約4,100億円）を下回った。一部で大口の発行も見られたが、多くの事業法人が夏季休暇に入ったため、週を通して

案件少なく閑散なマーケットであった。先週末の市場残高25兆8,276億円に対し、13日時点では1,007億円増加し25兆9,283億円となり、発行残高は高水準で推移してい

る。発行レートは、浅いマイナス～0.075%近辺での出合いとなった。

来週の週間償還額は、約2,700億円となっている。発行市場は、夏季休暇明けの事業法人の発行再開と5･10日発行が重なり、活況が予想される。発行レートは、引き続

き購入ニーズが強く0%前後の横ばい圏内の出合いと思われる。18日に、CP等買入オペが6,000億円でオファーされる予定となっている。

＜＜＜＜レポレポレポレポ＞＞＞＞
足許GC取引は週初△0.06％~△0.05％の出合いから始まった。短国買入オペがオファーされた13日受け渡しでは△0.08％~△0.07％で取引され、翌14日受け渡しは一時△0.09％台まで低下した。短国3Mの発行日となる17日受

渡しは△0.07％近辺の出合いとなり、レートは上昇した。SC取引では、2年401～415回債、5年137～144回債、10年336～359回債、20年164～173回債、30年59～67回債、40年9～13回債などに引合いが多く見られた。

＜＜＜＜TDBTDBTDBTDB＞＞＞＞
14日の3M929回債(11/16償還)の入札は、最高落札利回り△0.0661％(同△0.0669％)、平均落札利回り△0.0701％(同△0.0737％)となり、入札後△0.082％～△0.085％のレンジで出合が見られた。そのほかセカンダリーでは
3M928回債(11/9償還)が△0.059％～△0.068％のレンジ、6M927回債(2/10償還)が△0.123％～△0.14%で取引された。


